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＜環境経営理念＞

＜環境への基本方針＞

１ ．働きやすい職場づくりを進める中で、創意工夫による衛生管理の徹底と効率的な生産を
目指して、継続的な改善を推進します。

２ ．持続可能な社会の実現を目指し、二酸化炭素や廃棄物の削減・省エネ・省資源等を通じ
て環境負荷の低減に努めます。

３ ．法令等を遵守するとともに、社会のニーズに対応した正確な情報を発信し、ステークホ
ルダーの皆様の信頼や要望に応えます。

４ ．HACCPによる衛生管理の徹底を行います。

＜環境保全への行動指針＞

１ ．電力、ガスの使用量削減による二酸化炭素の削減

２ ．廃棄物排出量（食品廃棄物等は除く）の削減

３ ．食品廃棄物の発生抑制、食品リサイクル率維持向上

４ ．節水(水道水、工業用水)による水使用量削減

５ ．グリーン(再生利用品)の購入

６ ．洗浄剤や殺菌剤の適正な管理

７ ．HACCPによる衛生管理の強化

８ ．工場の外周清掃による環境改善活動

ミツワデイリー株式会社は、『お客様に安全・安心で美味しい商品を提供し、社会に貢献
します』という企業理念をもとにステークホルダーの皆様が笑顔になれるよう、商品・
サービスを継続的に改善いたします。また、自然環境や資源の保護に配慮し、持続可能な
社会の実現に向け取り組みます。

ミツワデイリー株式会社　環境経営方針

制定日： 2019年10月8日

2021年6月22日改定日：

代表取締役社長　先生　政史
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

ミツワデイリー株式会社
代表取締役　先生　政史

（２） 所在地
本社・神戸工場 兵庫県神戸市東灘区深江浜町38番地
岡山工場 岡山県浅口市金光町佐方21-2

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 部長 山口　雅巳
担当者 業務部 墨山　剛史
担当者 業務部 冨倉　正幸

（４） 事業内容

コンビニエンスストア向けの調理麺・軽食・惣菜などの製造

（５） 事業の規模
売上高 億円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： ミツワデイリー株式会社
対象事業所： 本社・神戸工場

岡山工場

対象外： なし
活動： コンビニエンスストア向けの調理麺・軽食・惣菜などの製造

□事業や製品（商品）の紹介

430
本社・神戸工場 岡山工場

99.5
合計

11419.76
158

6920.49 4499.27
272

2022年9月29日

当社では、調理麺・軽食・惣菜 など、お客様のニーズに合わせた様々な商品を

コンビニエンスストア向けに開発・製造しています。

近畿地区のお客様には神戸工場で製造した商品を、

中国地区のお客様には、岡山工場で製造した商品をお届けしています。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

EA21事務局(神戸)

山口　雅巳

・部署に関連する法規制等を遵守する
・部署推進者を任命する

・環境経営目標及び環境経営計画等を承認する

・環境経営全般の運用を監視する

・代表取締役へ運用状況等を報告する

環境委員会

・是正、予防措置を検討する

・環境経営システムの運用を推進する

EA21事務局(岡山)

内部監査員(神戸)

環境委員会

環境管理責任者

・環境経営方針を策定する
・環境経営システムを承認する

・環境保全活動の取り組みを評価する

・部署のすべての従業員に対して教育・訓練を実施する

・環境経営目標や環境経営計画を踏まえて策定された目標達成手段の確認と、
　推進状況の把握を行う

・環境負荷となる活動を特定する

内部監査員(岡山)

ＥＡ21事務局

2022年9月29日

　先生　政史

全従業員

環境管理 責任者

・環境管理責任者を任命、環境保全活動の取り組みに関する責任及び権限の付与
・環境マネジメントシステムの実施に必要な資源(人材、資金、技術等)の提供
・内部環境監査長の任命

部門長

工場長

・内部監査の実施、報告する

・環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画を従業員に周知する

代表者
(代表取締役)

・条例、法令を管理及び文書及び記録を管理する

・部署目標達成手段を策定し、責任者へ報告する

役割・責任・権限

・環境経営目標及び環境経営計画を策定する
・教育訓練、目標計画を策定する

・エコアクション21事務局の運営の指示をする

・各種報告書を作成する

内部監査チーム

・内部監査年度計画を策定する

・外部からの問い合わせに対応する

・進捗状況の確認及び記録を当該上表の部署責任者に報告する

・EA21事務局及び当該部署責任者の指示に基づき行動する

・環境上の緊急事態への準備と対応策を策定する

・代表者による全体の評価と見直し、指示

業務課

製造3

課

業務課

研究開

発課

製造課

(夜)

製造課

(昼)

製造1

課

製造2

課

研究開

発課
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

※電力二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

※蒸気二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kg 蒸気供給会社の係数

※神戸工場では一般廃棄物としての排出はない。  

※食品残渣は、肥料・飼料、廃油の再生を行っています。

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

〇
〇

〇
〇

〇

✕

✕
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇

※　原単位定義　1kgあたりのCO2排出量 / 売上高(百万円)

　一般廃棄物排出量 397

1,019 961

211,654工業用水の削減(神戸)

80%以上

㎥

　産業廃棄物排出量

98.6%

基準年度比 2018年

98.6%
288.1

水使用量
100%100%

基準年度比

1,989,924

463.971

1,985,896
98.7%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

42.65442.697

98.6%

178.7

44%

　減量量

1,5821,880

42.7
98.8%

80%

2018年

98.8%

1,386

983,475

0.095

13.391

5,455,341 5,333,133

2020年

381ｔ

2021年 2022年

1,987,910

6,598,870

66%

156,105
81% 98.7%

6,605,5636,692,566

100%

8.7 8.6

464.9

5,570,219

1,696

0

98.7%

223,423

0

961

2018年

318,631

100,273

98.8%

291.7

3,314,957 2,901,006
（目標）

98.6%

30.7

102,047 100,374

981,484

30.272

3,308,247

2,014,093

222,971

284.071

基準値

98.8%

0

0

（基準年)

365,242

3,311,602

284.359

㎥

基準年度比

226,137

評
価

98.8%2018年

0

0
　再生利用以外の量

0.318

126,989

kg-CO2

都市ガスによる二酸化
炭素削減(神戸)

ｔ

項　目

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

877

ｔ

0

376

2024年

（目標）（実績）

100%

0

食品廃棄物

2022年 2023年

340,548

％

0

　発生量
　発生抑制量

321,115

（目標）

0
　廃棄物処理量

0

0

1,019　再生利用量

284.6

2018年 98.7%基準年度比

kg-CO2/百万円

原単位
2018年

30.3
LPGによる二酸化炭素
削減(岡山)

30.303原単位
2018年基準年度比

98.8% 100%

98.7%

86%

kg-CO2

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 101,696 100,476

1,664,485kg-CO2

基準年度比 98.8%

　熱回収量

原単位 kg-CO2/百万円

食品再資源化実施率

464.442

98.7%

13.4

行動目標（次項による）

98.7%

80%以上

化学物質の適正管理

314,807

原単位

原単位

水道水の削減

36.1

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向上

自主目標
100%

基準年度比

95%

158,161

314,170

313

1,403

223,197

56%

966.2

10.3
kg-CO2

kg-CO2/百万円

自動車燃料による二酸
化炭素削減

982,480

廃プラの削減 138

1,384

407.5

309

21.7

上記二酸化炭素排出量合計

原単位

蒸気による二酸化炭素
削減(神戸)

538,606995,420

ｔ

309
854.1

83%
470.6

178.476

上記原単位合計 kg-CO2/百万円 978.9 967.2

0

0

178.295
98.6%

3,355,220

98.7%2018年

基準年度比
848

㎥/百万円 13.6

95% 95%

13.0 13.404

8.610

308
基準年度比 2018年 98.8%

食リ法目標

98.7% 98.6%

877

0

60%98.8%

kg-CO2/百万円 180.8

kg-CO2

㎥

ｔ

1,383動植物性残渣の削減

原単位
98.6%

6,612,255 5,333,133

kg-CO2/百万円

123.0
54%

8.619

965.2

※　電気使用量の削減の目標管理のCO2排出係数は、2019年度の採用係数(0.318kg-CO2)とした。

156,263

98.6%
㎥/百万円

行動目標（次項による）

43.3

314,489

98.6%

グリーン購入の推進

128,894 155,947
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減(神戸)

取組紹介欄

2018年

2022年

LPGによる二酸化炭素削減(岡山)

取組紹介欄

2018年

2022年

神戸：受取担当者から投入担当者へかき揚げ出来高重量伝達を常
に行い流し初めに投入側担当者も秤を使用し、規格重量の感覚に
慣れてもらうことでガスの使用量を削減した。今後も継続していきた
い。

○

57,529 56,752

7,400
2月

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月

9月

786,944

○

○

46,916

8月6月

数値目標

数値目標

5,883
6,838

4,969

778,356

〇

547,579

7月

53,153

3,634
9,242

8月

10月

45,631

×

取組結果とその評価、次年度の取組計画

全社：製造数の減少もあり基準年度比で電力の使用量は13.5％減、大型
設備の導入、増設によりCO2排出原単位では1.3％増加した。
神戸：12月に工場内すべてのLED化が完了したが基準年以降に設置増設
した大型設備等の消費電力を賄うことができずCO2排出原単位で10.3％増
加した。
岡山：屋上遮熱塗装を実施や継続取組の不要照明の消灯等の取組を行
い電力削減に努めたことでCO2排出原単位では0.8％減少した。

765,093

達成状況

56,148

3,927

655,804

39,472

10,248 9,406
4月 5月

7月

43,65246,620 46,088 49,279

・生産機器類のメンテナンス

6月

3,752

6月5月

　

〇

885,869

〇

・(神戸)LED更新工事

5,118 5,233

10月

岡山：各部目標に対しての取り組んだこと、設備投資でのフライ
ヤー入替等が効果として出ており、基準年度比でLPGの使用量は
17.4％減　CO2排出原単位では、13.4％減少した。

7,642
6,207

9,414

1月

11月

3月

1,111,976 937,514

9月

11月

○

達成状況

920,606
4月

・(全社)エアコン稼働調整

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・(岡山)生産設備の稼働調整

12月

583,049
1,044,548764,622

7月

4,018

○
・ボイラー運転時間調整

50,582 53,373 57,626

674,019 624,021
2月 3月

8,861

4月 5月

1,226,243

54,851

7,824

53,424
2月

56,622

1月

58,808

1,175,146
11月

674,019
1,078,904 503,792

達成状況

3月

・(神戸)かき揚げの確認方法の手順化

884,223

○

3,908

・茹で槽への蒸気使用時間の調整

12月

・(神戸)昼間の茹で室ダクト電源OFF

数値目標

8,525

1月

7,1415,001

951,969
597,509677,217

766,411

9,05310,240

46,869

9月 10月 12月
62,497

46,778 47,216 51,06545,242

0

500,000

1,000,000

1,500,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2018年 2022年

0

5,000

10,000

15,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

都市ガス（㎥） 2018年 2022年

0

20,000

40,000

60,000

80,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

ＬＰＧ（㎥） 2018年 2022年
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蒸気による二酸化炭素削減(神戸)

取組紹介欄

2018年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2022年

取組紹介欄

2018年

2022年 3,019 2,597

248

3,134

584,000

・(岡山)エコカー導入による消費燃料の削減

580,000 507,000599,000

2,296

554

1月12月 2月

2月
595

達成状況

○

346

591,000

3,539 2,411
2,920

○

407

568,000
1,168,0001,142,000

9月

・(神戸)エコキュート配管増設

2,896

612

2,934

327 578 344
566

3,091
3,306

5月 7月

・(全社)エコ運転の推進

11月
1,131,000 1,143,000 1,190,000 1,350,0001,090,000

神戸：一槽反転機の除却,循環ポンプの稼働,差し水の担当者ブレ制
御バッチ回数合算で行ったことや基準年度以降に導入した設備に
より基準年度比で蒸気の使用量は45.9％減　CO2排出原単位で
は、32.0％減少した。

385
1月

2,637

717,000 778,000

達成状況

4月
565

3,1382,733

10月

5月

706,000

・(岡山)お申し出の削減

数値目標

4月

682,000

数値目標

413 451
330

○

○

✕

・(神戸)循環ポンプ設置

713,000

9月

1,198,000
8月 3月6月

11月

全社：コロナ禍により会議等の外出が減少したことやガソリン車をハ
イブリッド車へ入替等によりガソリンの使用量は減少したが、送迎バ
スのダイヤを基準年より増便している為軽油の使用量は106.5％増
加した。
神戸：軽油はバスダイヤの増便による増加した。また、ガソリンはコ
ロナ禍により会議等での外出減による減少した。
岡山：ガソリンはコロナ禍により会議等での外出減による減少した。

3月

182

10月

2,710 2,905

2月
1,138,000 1,141,000 1,106,000 1,223,000

3,867

・(岡山)ZOOM会議の活用

○

7月

12月 1月

12月

9月

271 208
460

11月

277

2,815

561,000

525

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2,902
2,542

3月

332
522

2,981

295

○

8月

3,473 2,605

10月

2,714

取組結果とその評価、次年度の取組計画
〇

4月 5月 6月 7月 8月

6月

0

500,000

1,000,000

1,500,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

蒸気（ＭＪ） 2018年 2022年

0

200

400

600

800

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L） 2018年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油（L） 2018年 2022年

8/14



廃プラの削減

取組紹介欄

2018年

2022年

動植物性残渣の削減

取組紹介欄

2018年

2022年

岡山：製品終売によるフイルム、容器の廃棄ロスを減らすよう取り組
む。廃棄時の分別、（検体、つるやかざるそば）を徹底することで基
準年度比で廃プラの量を55.8％減少した。

5月 6月 7月 8月

68 68 77 89 84
113 116 114 129

○

29.7

・(岡山)廃棄物の分別による廃プラ削減

○・(神戸)返品の削減　(仕分・トッピン
グ)

・(神戸)検体廃棄量の削減　(7月～)

7月

・(神戸)原木肉端材の利用による廃棄削
減

〇

・(神戸)製造工程による廃棄麺の削減

63

・(神戸)下処理野菜端材の削減

112

9.8

全社：リサイクル率100％維持できた。また、野菜期限切れ削減や製
麺のミキシング量・回数変更を行い廃棄麺の削減、昨年取組の余
剰製造内容を容器作業マニュアルへの追記等や継続取組により発
生抑制目標値192ｋｇ/百万円を達成できた。
神戸：野菜期限切れ削減や製麺のミキシング量・回数変更を行い廃
棄麺の削減、昨年取組の余剰製造内容を容器作業マニュアルへの
追記等や継続取組により発生抑制が出来た。また、リサイクル率
100％を維持できた。
岡山：リサイクル率100％を維持できた。

12月

63 64

・(岡山)堆肥、飼料化により100％を目指
す

11月

106106116

・(岡山)毎週1回、スライサーの研磨を実施。カット歩留りの向上等

数値目標 ○

66

全社：返品の削減,検体廃棄量削減や歩留まり向上等の取組を行っ
た。また、2022年2月にゴミ処理機を導入したことにより基準年度比
で動植物性廃棄物の量は39.6％減となった。神戸：容器違い等の間
違いを防止等することで返品率の改善を行ったことや細菌検査結果
のデータ集計を行い不合格の多い工程箇所を突き止めることで動
植物性残渣の削減を目指し目標達成できた。岡山：各部具体的に
目標設定をしており、日々の作業の中で調整を行い、廃棄量削減に
向けた行動が出来ている。ゴミ処理機も安定して稼働できている。

23.9
12月

・(岡山)スープの作りすぎが出ないように、事前・追加製造の作り分けを行う

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

○

72
132

〇

21.8 25.4

○

1月 2月 3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

25.326.5 23.1

○

〇

3月

60

・(神戸)野菜在庫調整による期限切れ削
減

11.0

・(岡山)製品終売時の在庫調整による、廃棄ロスの削減

23.9

108
9月 2月10月 11月

・(岡山)具材適正量の盛り付け、廃棄量の削減（目標：21年度の0.1％）

〇

〇

117

数値目標

4月

達成状況

121

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上

74

1月

○
・(岡山)追加製造日報を活用し、歩留りの調整を行う ○

・(岡山)生ごみ処理機の稼働を管理する。最終的な処理は500㎏/日

数値目標

・(岡山)余剰製品の削減。蓋・容器の準備数を確認する。

10.5

・(岡山)仕分け時の丁寧な仕分け。盛り付けの崩れ、落下をなくす。 ○

○

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

13.9 12.9 12.2 9.4 10.1 10.8
28.2 28.0 25.2 35.3

・(神戸)余剰製造削減の手順化 〇

4月 5月 6月

〇

12.0 12.7 13.2

8月 9月 10月

達成状況

〇
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水道水の削減

取組紹介欄

2018年

2022年

工業用水の削減(神戸)

取組紹介欄

2018年

2022年

化学物質の適正管理

グリーン購入への取組

8,966

取組結果とその評価、次年度の取組計画

27,882

達成状況

21,067

数値目標
達成状況

11,230

・(全社)環境対応商品の見直し ○

○

達成状況

神戸：昨年度からの引継ぎ事項であるPRTR物質の含まれない洗浄
剤の切替を6月で完了となった。岡山：PRTR物質の含まれる商品無
し

22,518
13,75615,163

25,852 27,309

11,592

23,15518,763

○

23,61526,214

11,076
11月 1月

9,260

2月
31,360

12,069

5月

12,754

取組結果とその評価、次年度の取組計画

神戸：リサイクル水の利用やチラー水量の適正化等を行い工業用
水の使用量は基準年度比で33.6％減少した。

11,053 14,706

8月

全社：コピー用紙は100％グリーン商品で購入している。文具等も見
直しを行い使用感を確認しつつ変更していく予定。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

7,563

1月7月 12月

・(岡山)麺冷却槽オーバーフロー水を再利用し、 ○

6月

18,633

10月

14,26324,149 14,847

9,406
12,192

9月

23,801
15,821

24,00427,757
9月

・(岡山)新規の場合はSDSの入手確認を行う

・(神戸)チラー水量の適正化 △

12,69214,075

　       　トイレとグレーチングに再利用水を使用

〇

8,355
13,156

8月 10月4月

・(岡山)清掃・洗い物時の、水の出しっぱなしをなくす

取組結果とその評価、次年度の取組計画

15,419
7月

数値目標

13,03311,343
12月

12,95412,408
14,647
17,744

〇

2月 3月

全社：水道水から工業用水や再生水への切替や節水の意識付けを
行うことで、基準年度比で水の使用量18.5％削減した。
神戸：2020年7月より4階で使用していた水道水を工業用水への入
替工事を行ったことにより使用量大幅減となった。
岡山：再生水を回収し循環しているブロアの動作不良で、使用出来
ない期間もあったが、各部門節水を意識し、水の出しっぱなしをしな
い、配管からの水漏れがあらば補修する等取り組んだ結果、2022
年度目標を達成することが出来た。

9,362

○

11月

6月

○

24,985
3月

5月

達成状況

・(神戸)洗浄剤(ヨゴレトレール )の切替

・(岡山)冷却槽の水の再利用

4月
33,334

15,005 17,032
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□工場の取組紹介

・冷凍食材　フードバンク寄贈 ・水フライヤー導入

・ピット油流出防止塀 ・遮熱塗装

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

産業廃棄物

食品廃棄物

食品廃棄物

条例による特定施設

条例による特定施設

排水処理施設

煮湯設備

エネルギー原油換算1500kl/年以上

条例による特定施設

エネルギー原油換算1500kl/年以上

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

PRTR物質1ｔ以上

特定事業所

排気ガス規制の適合車

危険物の保管

再商品化に必要な料金の支払い 

グリーン商品

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

建築物省エネ法 -

顧客要求事項

〇 〇

振動規制法 - 〇

消防法（危険物）

食品ロス削減推進法

適用される事項適用される法規制

〇

神戸工場 岡山工場

食品リサイクル法 〇 〇

〇

-

〇

〇

-

-

〇

〇

〇

-

〇

-

〇

グリーン購入法

自動車Nox･PM法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

家電リサイクル法 〇

〇

〇

〇

〇

〇

化学物質排出把握管理促進法(PRTR)

労働安全衛生法

フロン排出抑制法

温暖化対策推進法

〇

〇

水質汚濁法

省エネ法

〇

〇

騒音規制法 - 〇

下水道法 -

〇

〇

廃棄物処理法
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□緊急事態対応の試行・訓練

様式11-02　緊急事態対応訓練記録　(神戸) （１１．環境上の緊急事態への準備及び対応）

緊急事態の想定：火災発生
■実施日： 2023年3月11日、2023年3月20日 ■実施場所：工場全体
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

全従業員(アルバイト、派遣社員含む)　※233名

昼勤と夜勤に分けて部門責任者もしくは労働安全衛生委員が主となり以下の訓練を実施した。
※火災発生箇所を変更し、それぞれの場所に合わせて避難を行った。
※あわせて、消火訓練を行った。

火災箇所に合わせた避難経路で避難できていた。
また、避難経路の中間ポイントに誘導者を１人配置し、避難誘導が出来ていた。
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□緊急事態対応の試行・訓練

 様式11-02　緊急事態対応訓練記録　(岡山)      （１１．環境上の緊急事態への準備及び対応）

緊急事態の想定： 火災発生時の避難訓練及び消火訓練・通報訓練
■実施日： ■実施場所：工場各階から集合場所へ（トラックヤード）
■参加者：

■実施内容： ■避難訓練　■消火訓練　■通報訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■避難実施状況の様子

2023年　3月10日（金）10：00
日勤当日出勤者（38名）休日人員については、避難訓練・消火訓練実施記録にて情報共有を行い周
知しました。

：避難訓練、普段からの避難経路の確認を行なっておく事。避難時は慌てず落ち着いて行動する事が大事。非常
灯設置場所確認（ランタン・ヘッドライト・足元センサー付きライト）：消火訓練、消火器の使用説明を行う。
安全ピンを抜く、ホースを火元に向ける、レバーを握る、レバーを握る際は指を挟まない様に注意。参加者2名
に代表してもらい火元の的に向け消火訓練を実施。通報訓練、事務所で119番通報メモを使用して実践訓練を実
施。避難経路の周知確認、消火方法の理解したことがわかり、効果があることが確認できた。

避難経路に沿って誘導を行い、避難口より外への避難を実施した。火災発生、避難放送開始から集合し点呼確認
までの所要時間2分42秒、スムーズに避難でき効果があることが確認できた。
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□各部門からでた次年度の取り組み

全体評価　(活動実施期間2022年4月～2023年3月の評価)
エコアクション21も取得し4年目となり、環境マネジメントのPDCAを回すことで環境に対する意識も向上している。

CO2排出量では、水フライヤーの導入や蒸気システムの診断・調査、各部門の取組みにより、基準年度売上原単位比較で
12.7％削減しています。目標である2030年度までに20％削減を目指します。来年度では、遮熱塗装や省エネ設備を導入し更な
るCO2排出量の削減を目指します。
食品廃棄物フードバンクへの寄贈やゴミ処理機の導入により動植物性残渣の削減,廃プラの削減及び食品廃棄物の発生抑制・
再生利用率の向上において目標を達成できました。来年度では、ゴミ処理機の安定稼働や工程の見直しを行い更なるフードロ
ス削減を目指します。2022年度では、経済活動が一部回復に向かう一方で、原材料価格の高騰、および動力費の高騰等など
のインフレに伴い、弊社も生産量が減少しました。これを踏まえた上で2030年度までの環境負荷削減目標の実現に向かって努
力してまいる所存でございます。

今後も引き続き、環境経営方針、環境経営理念、環境経営目標・経営計画の周知徹底を進め、従業員全員参加の下、環境
意識の更なる向上を図り、環境負荷改善の目標を達成するための活動を実践いたします。

2023年8月15日

【環境活動への取り組み】
(CO2排出量)
・不必要な時は消灯する
・メンテナンスの強化
・蒸気配管の保温
・エコ運転の推進
・生産性の向上
・製造作業の精度向上
・エコキュート配管増設による一層反転機の蒸気削減
(廃棄物の排出量)
・製造工程確認による歩留まり管理の徹底
・見込み製造数の精度向上
・作業中の商品落下防止の徹底と教育
・小型製麺機利用による廃棄削減
(水使用量)
・流量計を用いて各ラインデータ収集し活用
・垂れ流しをすることなく節水を徹底
・リサイクル水の活用
(化学物質使用量)
・社内最近検査合格率向上
(グリーン購入)
・消耗品の購入時にはグリーン購入に配慮する
・切替備品使用感検証
(緊急事態訓練)
・火災、油漏れの訓練をすることで、素早く行動できるようにする

【経済活動への取り組み】
・業務の実施方法を標準化し作業ミスの防止に努める
・コストを把握し時間や行程の効率化に努める

【社会活動への取り組み】
・環境関連法規を遵守する
・事業所周辺の環境保全対策の推進(ゴミ拾い)
・景観、騒音、振動、悪臭に配慮する
・フードバンクへの寄贈
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